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新年度予算2014

学校施設建設などで前年比18.4％増
一般会計予算　総額57億2600万円

交
付
税 

３
８
０
０
万
円
減

　
平
成
26
年
度
予
算
は
各
常
任
委
員
会
で
の
審
議
を
経
た
後
、

３
月
17
日
の
本
会
議
で
成
立
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
は
総
額
57
億
２
６
０
０
万
円
と
対
前
年
度
比

で
18
・
４
％
増
え
ま
し
た
。主
な
理
由
と
し
て
は
、給
食
調
理
場
や

プ
ー
ル
な
ど
の
町
立
学
校
施
設
建
設
事
業（
約
８
億
円
）な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。　
歳
入
で
は
、地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付

税
が
約
６
０
０
０
万
円
減
り
ま
し
た
。た
だ
、学
校
施
設
建
設
な

ど
に
よ
り
特
別
交
付
税
が
２
２
０
０
万
円
増
え
た
事
で
地
方
交

付
税
全
体
と
し
て
は
３
８
０
０
万
円
の
減
に
留
ま
り
ま
し
た
。い

ず
れ
に
し
て
も
三
位
一
体
の
改
革
以
降
、地
方
交
付
税
の
減
少
傾

向
が
進
ん
で
い
ま
す
。

予算額（千円）構成比（％）前年比（％）
議 会 費 79,759 1.4 2.0
総 務 費 945,886 16.5 △2.4
民 生 費 1,090,467 19.0 5.0
衛 生 費 324,348 5.7 △1.4
農林水産業費 501,961 8.8 5.3
商 工 費 84,008 1.5 △2.1
土 木 費 437,539 7.6 4.5
消 防 費 174,743 3.1 △1.6
教 育 費 1,231,969 21.5 185.8
災害復旧費 5,315 0.1 △0.7
公 債 費 538,052 9.4 3.6
諸 支 出 金 308,894 5.4 2.1
予 備 費 3,059 0.1 △40.7
合 計 5,726,000 100 18.4

討論 反対賛成
　経常経費の合理化、事業の厳選、予算の重
点的な配分に取り組む姿勢は概ね評価に値す
る。商工振興費における減額の部分は補正を
組む確約があったので今後また協力して積み
上げていかなければならない。（渡邉）
　環境モデル都市という未来を拓く取組は大
きな成果だ。地熱発電、バイオ発電、木材乾燥
など様々な施策が展開されていく事に期待して
いる。学校施設も進み、子どもの教育に寄与で
きる事を喜んでいる。（原山）

一般会計予算に対する各議員の賛否

＊議長は採決に加わりません

議員名 原山 梅木 奴留湯 児玉 北里勝 松﨑 松本 穴井 時松 渡邉 北里邦 髙村

賛　否 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

歳出の性質別内訳

　消費増税で町には早急な対策が求められ
ているが、提案された予算は従来の枠内に留
まる政策ばかりだ。少子化解決のためには子
育て支援と合わせて農業・商工業振興策を充
実させる事がカギとなる。（児玉）

2



新年度予算2014

消
費
税
８
％ 

上
下
水
道
料
金
に
も
影
響

　

小
国
町
で
は
消
費
税
へ
の
対
応
で
一
般
会
計
に
関
わ
る
利
用
料
金（
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
、体
育
施
設
な
ど
の
料
金
）は
据
え
置
き
ま
し
た
が
、上
下
水
道
料
金
に

つ
い
て
は
増
税
分
を
会
計
で
負
担
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
、料
金
に
転
嫁

す
る
事
と
し
ま
し
た
。

会計名 予算額（千円） 前年比（％）
国民健康保険特別会計 1,215,111 4.6
介護保険特別会計 966,896 2.3
後期高齢者医療特別会計 102,067 △0.7
地方改善施設住宅新築資金等貸付金特別会計 621 0.2
坂本善三美術館特別会計 14,109 2.7
簡易水道特別会計 9,320 0
農業集落排水事業特別会計 142,231 1.5

水道事業会計
上水道事業 簡易水道事業 計

業務の
予定量

給水戸数（戸） 2,355 638

年間総給水量（㎥） 870,654 307,943

収益的
収　支

収入（千円） 112,905 36,800 149,705

支出（千円） 98,783 47,251 146,034

資本的
収　支

収入（千円） 43,257 13,266 56,523

支出（千円） 119,606 54,252 173,858

原
山
梅
木
奴
留
湯
児
玉
北
里
勝
松
﨑
松
本
穴
井
時
松
渡
邉
北
里
邦
髙
村

国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

地方改善施設住宅新築資金等貸付金特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

坂本善三美術館特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

簡易水道特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

農業集落排水事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

＊議長は採決に加わりません

各特別会計の予算額

企業会計の予算額

各特別会計等に対する議員の賛否
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

「
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予

算
」の
内
、本
委
員
会
に
属
す

る
事
項
及
び「
平
成
26
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
」等
６
案
件
に
つ
い
て
、所

管
よ
り
説
明
を
受
け
慎
重
審

議
し
た
。６
案
件
と
も
可
決

す
べ
き
と
議
決
し
た
。

委
員
長　

北
里
勝
義

【
一
般
会
計
予
算
】

【
問
】「
人
口
の
減
少
、少
子
高

齢
化
」は
今
後
の
大
き
な
課

題
と
な
る
。予
算
案
の
中
で
、

こ
の
問
題
に
関
し
て
の
対
策

は
。

【
町
長
】根
本
的
な
少
子
化
対

策
と
し
て
、雇
用
の
促
進
、子

育
て
支
援
、定
住
対
策
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。細

か
く
言
う
と
、例
え
ば
多
子

出
産
に
対
す
る
助
成
金
も
そ

の
一
助
に
な
る
と
考
え
る
。

【
福
祉
課
】安
心
し
て
子
育
て

が
出
来
る
よ
う
な
対
策
を
進

め
て
い
く
。例
え
ば
、保
健
師

に
よ
る
新
生
児
の
全
戸
訪
問

な
ど
予
算
と
し
て
は
上
が
っ

て
い
な
い
が
、人
的
な
支
援

を
通
し
て
子
育
て
の
環
境
づ

く
り
を
し
て
い
く
こ
と
で
少

子
化
対
策
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。ま
た
、平
成
26
年
度
中

に「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計

画
」を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
の
で
、こ
の
計
画
づ
く
り

の
中
で
も
検
討
、協
議
を
し

て
い
き
た
い
。

【
住
民
課
】９
月
議
会
で
説

明
し
た
結
婚
相
談
セ
ン
タ
ー

事
業
に
つ
い
て
は
、単
一
の
実

施
は
、国
の
予
算
が
確
定
し

て
い
な
い
た
め
難
し
い
も
の

が
あ
る
。今
後
、阿
蘇
郡
全
体

で
広
域
的
な
実
施
を
要
望
し

て
い
き
た
い
。本
年
度
の
結

婚
対
策
と
し
て
、Ｊ
Ａ
島
原

の「
お
い
し
い
婚
活
」事
業
を

参
考
に
し
、青
年
農
業
後
継

者
や
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
を
対
象
と

し
て
、女
性
が
魅
力
を
感
じ

る
よ
う
な
会
話
が
で
き
る
マ

ナ
ー
教
室
・
研
修
会
な
ど
を

開
催
し
、こ
れ
を
踏
ま
え
農

業
委
員
会
や
Ｊ
Ａ
阿
蘇
・
関

係
団
体
と
相
談
し
な
が
ら
婚

活
パ
ー
テ
ィ
ー
等
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。そ
の
予
算
と

し
て
、住
民
支
援
費
に
婚
活

講
師
謝
礼
30
万
円
計
上
し
て

い
る
。

【
保
育
園
】入
園
児
は
少
な
く

な
っ
て
い
る
が
、途
中
入
園
も

あ
る
の
で
臨
時
保
育
士
に
よ

り
人
的
配
置
を
充
実
さ
せ
て

い
く
。

【
教
育
委
員
会
】教
育
費
に
は

特
に
計
上
し
て
い
な
い
が
、小

中
学
校
の
児
童
生
徒
の
育
成

の
予
算
を
計
上
し
て
る
。例

え
ば
、学
力
向
上
の
た
め
の

漢
字
・
英
語
検
定
や
学
力
テ

ス
ト
、支
援
員
の
配
置
な
ど
。

ま
た
、体
力
向
上
の
た
め
の

部
活
動
支
援
の
予
算
を
計
上

す
る
。

【
問
】予
算
全
般
に
関
し
て
、

４
月
か
ら
消
費
税
が
８
％
に

ア
ッ
プ
さ
れ
る
。国
は
そ
の
財

源
を
社
会
保
障
費
に
充
て
る

と
し
て
い
る
。小
国
町
の
歳
入

予
算
に
お
い
て
も
地
方
消
費

税
交
付
金
が
１
７
０
０
万
円

ほ
ど
増
額
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
、歳
出
予
算
に
ど
う
反

映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
福
祉
課
】具
体
的
に
、福
祉

関
係
予
算
の
ど
の
部
分
に
つ

い
て
直
結
し
て
増
額
と
い
う

も
の
は
い
え
な
い
。例
え
ば
国

民
健
康
保
健
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
で
は
税
の
軽
減
対

象
者
の
拡
大
等
が
あ
り
、そ

の
減
収
補
て
ん
に
国
費
が
充

て
ら
れ
る
な
ど
は
あ
る
。

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

【
問
】今
回
、軽
減
枠
の
拡
充

が
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

軽
減
対
象
者
が
増
え
る
と
い

う
こ
と
か
。税
の
軽
減
が
見

込
ま
れ
る
が
、26
年
度
の
税

収
予
算
は
、昨
年
と
同
額
。今

年
の
申
告
状
況
に
よ
る
の
だ

ろ
う
が
、本
年
度
は
、税
率
改

定
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
福
祉
課
】対
象
者
が
増
え
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。25
年

度
、補
正
予
算
で
も
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
お
願

い
し
た
よ
う
に
、国
保
会
計

が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と

は
、承
知
し
て
い
る
と
思
う
。

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】

【
問
】要
支
援
１
・
２
の
訪
問

介
護
、通
所
介
護
が
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
か
ら
町
の
事
業

へ
と
移
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

が
、サ
ー
ビ
ス
の
質
が
落
ち

る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
。ま

た
、介
護
報
酬
同
等
の
補
助

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
る
の

か
。

【
福
祉
課
】要
支
援
１
・
２
の

方
の
サ
ー
ビ
ス
が
、地
域
支

援
事
業
へ
と
移
る
の
は
、第
６

期
の
介
護
保
険
事
業
か
ら
。

こ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、次
の

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
の

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。制

度
的
に
地
域
支
援
事
業
の
事

業
費
枠
が
ど
れ
だ
け
広
げ
ら

れ
る
か
が
問
題
。十
分
な
事

業
費
が
確
保
で
き
れ
ば
、現

状
に
近
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
と
思
う
。平
成
27
年

か
ら
29
年
ま
で
３
年
間
の
移

行
期
間
が
あ
る
。制
度
改
革

の
内
容
を
十
分
に
吟
味
し
な

が
ら
質
が
落
ち
な
い
よ
う
な

計
画
を
立
て
て
い
き
た
い
。

総
務
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

常任委員会報告
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

「
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予

算
」の
内
、本
委
員
会
に
属
す

る
事
項
及
び「
平
成
26
年
度

簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算
・

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
予
算
・
水
道
事
業
会
計
予

算
」に
つ
い
て
、所
管
よ
り
説

明
を
受
け
慎
重
審
議
し
、全
員

一
致
で
可
決
し
た
。　　

　
　

委
員
長　

奴
留
湯
哲
宣

【
産
業
課
　
農
林
水
産
業
費
】

【
問
】農
業
担
い
手
支
援
補

助
金
に
つ
い
て
１
名
分
の
予

算
計
上
で
良
い
の
か
。新
規
就

農
者
が
２
、３
名
に
な
っ
た
場

合
ど
う
す
る
の
か
。ま
た
、支

給
年
数
や
年
齢
な
ど
の
要
件

は
。

【
産
業
課
】小
国
高
校
・
菊
池

農
業
高
校
・
阿
蘇
中
央
高
校
・

熊
本
農
業
高
校
に
問
い
合
わ

せ
た
が
対
象
者
が
無
く
１
名

分
の
計
上
と
し
た
。

　

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め

予
算
計
上
を
行
っ
て
い
る
。新

規
就
農
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。増
え
た
場
合

補
正
予
算
で
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。ま
た
、40
歳
以

下
の
新
規
就
農
が
対
象
で
支

給
期
間
は
５
年
を
考
え
て
い

る
。

【
手
づ
く
り
の
館
・
悠
工
房
施

設
費
】

【
問
】施
設
で
の
特
産
品
開
発

の
取
り
組
み
と
開
発
さ
れ
た

商
品
の
Ｐ
Ｒ
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
。ま
た
、施
設
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
で

建
替
え
を
考
え
て
欲
し
い
。

【
産
業
課
】新
た
な
特
産
品
を

開
発
す
る
た
め
勉
強
会
を
行

い
、地
熱
豚
足
な
ど
開
発
し
て

い
る
。Ｊ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
や
コ

ン
ク
ー
ル
等
へ
の
取
組
み
も
行

わ
れ
て
い
る
。施
設
の
老
齢
化

は
認
識
し
て
い
る
。検
討
時
期

に
来
て
い
る
の
で
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

【
循
環
型
農
業
推
進
費
】

【
問
】委
託
料
の
内
訳
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、残

飯
回
収
の
委
託
は
何
か
、堆
肥

づ
く
り
は
環
境
モ
デ
ル
都
市

と
の
連
携
を
促
し
町
内
に
広

げ
て
ほ
し
い
し
、ハ
ー
ブ
教
室

で
オ
イ
ル
の
効
果
や
商
品
化

に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

【
産
業
課
】北
九
州
青
果
市

場
へ
の
出
荷
や
土
壌
分
析
を

行
っ
た
野
菜
生
産
・
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
方
法
・
ハ
ー
ブ
の
栽
培
方

法
や
ハ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
商
品

化
・
糖
度
の
高
い
ト
マ
ト
や
ニ

ン
ジ
ン
の
栽
培
な
ど
取
り
組

み
、店
舗
は
来
年
度
の
ゆ
う
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
整
備
と
一
体

的
に
取
り
組
み
た
い
。残
飯
回

収
は
火
木
金
週
３
回
臨
時
職

員
が
行
っ
て
い
る
が
、今
後
拡

大
も
視
野
に
入
れ
民
間
業
者

と
の
調
整
を
図
り
回
収
作
業

を
行
い
た
い
。

【
林
業
費
　
林
業
総
務
費
】

【
問
】イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の
肉
類

加
工
処
理
施
設
の
考
え
は
あ

る
の
か
。駆
除
班
に
わ
な
班
を

設
置
す
る
予
定
は
有
る
の
か
、

肉
類
販
売
は
わ
な
の
方
が
重

宝
さ
れ
る
。ま
た
、会
員
か
ら

配
分
に
不
満
の
生
じ
な
い
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

【
産
業
課
】日
田
市
上
津
江
村

も
視
察
し
た
が
入
荷
量
が
少

な
く
小
国
郷
の
猟
友
会
に
も

施
設
利
用
の
案
内
を
し
て
い

る
。今
後
は
両
町
や
農
協
と

施
設
が
必
要
か
検
討
し
て
い

き
た
い
。現
在
の
予
定
で
は
殺

す
の
に
銃
器
が
必
要
な
の
で

班
を
分
け
る
予
定
は
な
い
。本

年
度
か
ら
確
実
な
分
配
を
考

え
て
い
る
駆
除
会
の
会
計
報

告
で
確
認
し
て
行
き
不
満
が

無
い
よ
う
に
し
た
い
。

【
林
業
振
興
費
】

【
問
】主
伐
促
進
事
業
を
拡
大

し
て
欲
し
い
し
、60
年
生
以
上

の
伐
採
や
樹
種
転
換
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
考
え
は
な
い

の
か
。

【
町
長
】主
伐
促
進
事
業
は
独

自
で
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後

も
関
係
団
体
等
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。

【
商
工
費
　
商
工
振
興
費
】

【
問
】補
助
金
の
８
０
０
万
円

減
額
は
何
か
。プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
が
計
上
さ
れ
て
い
な

い
。消
費
税
増
税
対
策
で
一

番
必
要
な
の
で
は
な
い
の
か
。

【
町
長
】プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

分
８
０
０
万
円
を
計
上
し

な
か
っ
た
。商
工
会
と
の
協
議

で
決
め
た
が
、再
度
消
費
増

税
対
策
を
商
工
会
と
協
議
す

る
。執
行
部
提
案
を
出
し
、補

正
で
対
応
し
た
い
。

【
土
木
費
　
道
路
維
持
費
】

【
問
】立
木
安
全
対
策
費
で
道

上
10
ｍ
、道
下
5
ｍ
の
基
準
は

考
慮
が
必
要
で
は
。冬
場
の
除

雪
に
も
影
響
す
る
。現
在
の
上

限
30
万
円
を
引
き
上
げ
て
広

い
森
林
に
対
応
し
て
欲
し
い
。

【
建
設
課
】災
害
目
的
で
設
定

し
た
経
緯
が
あ
り
今
後
検
討

し
た
い
。本
事
業
は
要
望
も
多

く
効
果
も
大
き
い
。引
き
上
げ

も
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
小
国
町
水
道
事
業
会
計
】

【
問
】水
道
管
布
設
替
工
事
の

宮
原
地
区
は
い
つ
終
了
す
る

の
か
。布
設
替
工
事
後
の
有
収

率
は
向
上
し
た
の
か
。ま
た
、

特
別
損
失
23
万
９
千
円
は
転

出
者
な
の
か
。

【
建
設
課
】平
成
26
年
度
で
仁

瀬
関
田
地
区
、広
田
地
区
を

行
い
宮
原
地
区
の
本
管
工
事

は
終
了
。平
成
20
年
度
か
ら

布
設
替
工
事
を
行
っ
て
来
た

が
有
収
率
は
向
上
し
て
い
な

い
。た
だ
、漏
水
に
よ
る
大
き

な
影
響
は
避
け
ら
れ
る
。特
別

損
失
は
全
員
転
出
者
で
所
在

が
不
明
な
状
況
で
す
。

産
業
常
任
委
員
長

常任委員会報告
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▼一般会計

▼条例改正
▼主な補正予算

主な条例改正

◇小国町役場の位置を定める条例等の一部を改正する条例
町の施設の住所表記が「大字宮原○○番地の1　→　大字宮原○○番地1」
「の」を使用しない。

◇ゆうステーションの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
ゆうステーション内の急速充電器の管理運営を本条例の中に加えるもの。

◇小国町防災会議条例の一部を改正する条例
小国町水防協議会条例を廃止し、本条例の所轄事務に位置づけ、防災関係の審議等の
一本化を図る。

◇小国町子育て支援拠点設置条例の一部を改正する条例
利用者のニーズや木育等を進めていくことを考慮し、週４日から週５日に、そし
て毎月１回は利用日を土曜日と改正する。

１0の条例が改正され、5つの条例が廃止されました

廃止された条例　（制度上必要なくなったもの及び補助金等の廃止に伴うもの）
小国町広域農業開発事業償還基金条例を廃止する条例
小国町水田利用再編推進等特別交付金基金の設置及び管理に関する条例を廃止する条例
小国町住民生活に光をそそぐ基金条例を廃止する条例
小国町指定居宅介護支援事業所設置条例を廃止する条例
小国町水防協議会条例を廃止する条例

ゆうステーション	 	 	 (株)ゆうステーションカンパニー
杖立多目的ホール(Pホール)	 	 	 (株)ゆうステーションカンパニー
小国町障害児福祉施設(第１サポートセンター悠愛)	 社会福祉法人　小国町社会福祉協議会
平成26年4月1日～平成29年3月31日にまで管理指定する

※	小国町ホームページの整備により　ホームページ上で条例を閲覧できるようになりました。

◇ゆうステーション・Pホール・サポートセンター悠愛の指定管理者を決定

◇小国町地域の元気基金条例
経済再生に向けた緊急経済対策の円滑な実施を図るため、基金を設置するもの。
この条例は平成27年3月31日限りで効力を失う。

第１サポートセンター悠愛 ゆうステーション
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平成２５年度 一般会計補正予算(第８号) 6,501万5千円を追加

平成２５年度 一般会計補正予算(第９号) 3，685万1千円を追加

▼一般会計

▼条例改正
▼主な補正予算

▼特別会計

▼条例改正

▼主な補正予算

小国地域の元気基金積立金	 	 5,000万円　増額
除雪作業等委託料	 	 1,050万円	　増額
町営住宅(現倉原)設計委託料	 	 2,700万円　増額
小学校臨時職員報酬	 	 　255万円　減額
小学校プール解体工事等(入札減)		 　870万円	　減額
中学校プール解体工事等(入札減)		 　550万円	　減額

平成25年度国民健康保険特別会計補正予算	 3,653万7千円を追加
一般会計より繰入　3,000万円追加

２月雪害の農業施設普及費として	 	 4,200万円(農家負担１割)
小国地域の元気基金積立金	 	 	 	 1,165万1千円追加

平成25年度介護保険特別会計補正予算	 	 124万円を追加

平成25年度農業集落排水事業特別会計予算	 252万7千円を追加
※	年度末の交付決定による調整

雪害によるパイプハウスの倒壊

選
挙
管
理
委
員
４
名
が
当
選

　

任
期
満
了
に
伴
い
、次
の
４
名
の
方
が

選
挙
管
理
委
員
と
し
て
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
26
年
３
月
30
日
よ
り
平

成
30
年
３
月
29
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

北	

里	

光	

男	
	

様

大	

塚	

築	

郎	
	

様

伊	

藤	

憲	

一	
	

様

古	

庄	

今
朝
利	

	

様
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町政を問う【一般質問】

保
育
園 

安
易
な
統
合
は

止
せ

児
玉
　
智
博

健
康
と
観
光
・
行
政
職
員

雇
用
状
況

奴
留
湯  

哲
宣

問
議
会
に
対
し
て
保
育
園
統
合
の
検

討
を
進
め
る
と
示
さ
れ
た
が
、ど
の

よ
う
な
経
過
か
ら
こ
う
し
た
話
が
出

て
き
た
の
か
。当
初
は
保
育
園
職
員

も
知
ら
な
い
よ
う
だ
と
い
う
事
も
聞

い
た
。こ
れ
は
事
実
か
。

【
保
育
園
長
】平
成
24
年
１
月
に
庁
舎

内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
検
討
を
始
め
た
。あ
る
程
度
検

討
を
重
ね
た
後
、職
員
に
は
11
月
に

話
を
し
て
、そ
の
後
３
回
ほ
ど
意
見

を
聞
く
場
を
設
け
て
い
る
。

問
保
育
園
が
違
え
ば
園
児
の
育
ち
に

違
い
が
あ
る
の
は
当
然
だ
。そ
れ
は

良
い
悪
い
と
い
う
話
で
は
な
い
。子
ど

も
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
人
格
で
あ
り
、

統
合
し
た
か
ら
と
い
っ
て
育
ち
方
の

違
い
は
無
く
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

【
保
育
園
長
】同
じ
育
ち
方
は
し
な
い

が
、小
学
校
に
就
学
す
る
時
点
で
人

数
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
よ
う
な
子

ど
も
が
い
な
い
よ
う
、同
じ
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
て
る
よ
う
に
し
て
い
け
れ

ば
良
い
な
と
思
っ
て
い
る
。

問
集
団
の
中
で
花
開
く
子
ど
も
も
い

れ
ば
、少
人
数
の
中
で
花
開
く
子
ど

問
小
国
町
の
住
民
の
健
康
づ
く
り
と

観
光
振
興
を
兼
ね
た
健
康
ウ
ォ
ー
ク

や
マ
ラ
ソ
ン
を
提
案
し
た
い
。医
療

費
抑
制
や
住
民
の
健
康
意
識
の
向
上

を
図
り
生
活
習
慣
病
や
現
代
病
の

予
防
に
つ
な
げ
る
。ま
た
、観
光
面
で

も
依
然
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
や
と
れ
び

あ
ん
ウ
ォ
ー
ク
が
行
わ
れ
て
い
た
と

き
は
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
た
が
、そ
れ
も
無
く
な
っ
た
。天
草

な
ど
で
は
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
展

開
し
観
光
と
健
康
を
結
び
付
け
て
い

る
。小
国
町
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

【
福
祉
課
長
】現
在
町
と
し
て
は
元
気

ク
ラ
ブ
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
・
プ
ー

ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
な
ど
介
護
予

防
で
取
り
組
ん
で
い
る
。し
か
し
、定

期
的
な
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

は
参
加
が
少
な
い
現
状
で
あ
る
。観

光
客
誘
致
の
面
か
ら
は
今
の
と
こ
ろ

難
し
い
と
考
え
る
、町
民
の
健
康
づ
く

り
の
面
か
ら
は
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。

問
小
国
町
行
政
の
非
正
規
職
員
の

雇
用
率
が
42
・
８
％
と
非
常
に
高
い
。

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
が
、長
期
の
契
約
を
行
い

も
も
い
る
。小
規
模
保
育
園
の
良
さ

が
失
わ
れ
る
事
は
残
念
だ
。

【
保
育
園
長
】統
合
し
た
場
合
で
も
混

合
保
育
は
出
来
な
い
事
は
な
い
。

問
子
育
て
世
代
の
人
が
住
む
場
所
を

選
ぶ
場
合
の
基
準
に「
近
く
に
保
育

園
が
あ
る
」事
を
条
件
に
す
る
者
が

多
い
事
が
様
々
な
調
査
か
ら
わ
か
っ

て
い
る
。保
育
園
が
宮
原
だ
け
に
な

れ
ば
、中
長
期
的
に
周
辺
の
大
字
は

過
疎
化
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
。

【
町
長
】今
か
ら
は
小
国
町
を
1
つ
と

し
て
考
え
、小
国
町
自
体
が
過
疎
化

し
な
い
事
を
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
代
だ
と
思
う
。平
成
29

～
30
年
を
統
合
の
時
期
と
考
え
、地

域
へ
の
説
明
も
行
い
な
が
ら
理
解
を

得
て
行
き
た
い
。

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
出
来
な
い

の
か
。今
後
の
対
策
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】臨
時
職
員
や
嘱
託
職
員

は
必
要
な
時
に
雇
用
し
て
い
る
し
、嘱

託
職
員
は
一
年
契
約
で
複
数
年
雇
用

し
て
い
る
。ど
う
し
て
も
賃
金
を
単
年

度
予
算
で
し
か
計
上
出
来
な
い
た
め

最
長
１
年
と
な
る
。派
遣
会
社
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
も
検
討
が
必

要
な
部
分
も
あ
る
と
思
う
。

問
昨
今
の
情
勢
を
見
て
み
る
と
看
板

な
ど
外
国
人
向
け
の
看
板
が
必
要
と

思
う
が
。

【
町
長
】追
加
表
記
が
出
来
る
も
の
な

ど
は
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

財
源
的
な
事
も
あ
る
の
で
観
光
振
興

会
議
な
ど
で
団
体
な
ど
と
検
討
し
て

い
き
た
い
。
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町政を問う【一般質問】

【
町
長
】議
会
や
部
長
会
ま
た
は
各
種

団
体
と
の
協
議
や
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
よ
り
効
果
的
で
あ
る
よ
う
努

力
し
て
い
る
。今
後
も
事
業
評
価
は

念
頭
に
お
い
て
総
括
的
に
取
り
組
み

た
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
長
よ
り
、評

価
・
課
題
な
ど
の
答
弁
が
あ
っ
た
。事

業
や
取
り
組
み
に
お
い
て
評
価
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
課
題
や
改
善
策
が

見
え
て
く
る
し
、そ
の
こ
と
が
効
果

的
な
事
業
推
進
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

前
号（
第
15
号
）に
お
き
ま
し
て
北
里

勝
義
議
員
の
一
般
質
問
が
誤
っ
て
掲

載
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。訂
正
、お
詫

び
申
し
上
げ
、今
号
に
掲
載
い
た
し

ま
す
。

広
報
委
員
長　

渡
邉
誠
次

問
町
の
総
合
計
画
に
お
い
て
、新
し

い
水
源
地
の
確
保
を
検
討
し
、安
定

し
た
水
の
供
給
に
努
め
る
と
し
て
い

る
が
、こ
の
た
め
に
は
、水
資
源
等
の

調
査
を
行
い
、そ
の
可
能
性
を
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か

町
の
考
え
を
。

【
町
長
】水
は
、命
や
生
活
の
源
で
あ

り
大
事
な
も
の
と
思
っ
て
い
る
。水
資

源
の
確
保
は
、大
き
な
施
策
に
な
る
と

思
う
。今
後
年
度
計
画
の
中
で
、調
査

等
を
検
討
し
た
い
。

【
建
設
課
長
】現
在
上
水
道
の
水
源
地

は
一
ヶ
所
で
、湧
水
量
も
十
分
あ
る
と

思
う
が
、今
後
は
第
二
水
源
の
確
保

に
向
け
た
調
査
を
し
て
い
き
た
い
。

問
町
が
元
気
に
な
る
た
め
、そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
課
題
等
を
抱
え
な
が

ら
、自
発
的
に
地
域
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。こ
の
地
域
活
動
か
ら
豊

か
な
心
や
絆
が
培
わ
れ
て
い
る
と
思

う
。こ
れ
ら
の
地
域
活
動
に
支
援
制

度
を
設
け
、支
援
し
て
い
く
考
え
は
。

【
町
長
】町
内
に
於
い
て
様
々
な
地
域

活
動
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。コ
ミ
ュ

問
平
成
25
年
度
予
算
に
伴
う
町
長
の

施
政
方
針
が
示
さ
れ
た
。厳
し
い
財

源
の
中
で
、町
民
の
要
望
等
に
応
え

た
予
算
で
あ
る
。防
災
に
つ
い
て
は
、

自
主
防
災
組
織
の
充
実
、消
防
機
材

の
集
約
化
の
推
進
、ま
た
隣
地
安
全

対
策
等
の
予
算
が
計
上
さ
れ
、町
民

の
安
心
・
安
全
な
町
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
る
と
思
う
。福
祉
に
於
い
て
も
、

老
人
福
祉
や
障
害
者
福
祉
、児
童
福

祉
等
の
充
実
が
図
ら
れ
る
も
の
と
思

う
。ま
た
、環
境
モ
デ
ル
都
市
の
推
進

活
動
も
行
わ
れ
て
い
る
。農
林
業
振

興
に
つ
い
て
は
、町
民
参
加
の
循
環

型
農
業
の
推
進
、有
害
鳥
獣
対
策
、林

業
振
興
な
ど
、き
め
細
か
な
予
算
と

な
っ
て
い
る
。公
共
建
設
事
業
に
於

い
て
も
、道
路
改
良
事
業
、公
営
住
宅

改
修
事
業
な
ど
が
あ
り
、い
っ
そ
う

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
む
も
の
と
思

う
。ま
た
教
育
予
算
に
つ
い
て
は
、学

習
環
境
整
備
、小
国
高
校
の
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
の
た
め
の
支
援
、学

校
施
設
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

評
価
・
課
題
は
。

ニ
テ
ィ
活
動
や
地
域
活
動
に
つ
い
て

は
助
成
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。今
後

高
齢
化
が
進
む
中
で
地
域
活
動
は
非

常
に
大
事
な
も
の
と
思
う
。い
ろ
ん
な

活
動
が
あ
る
と
思
う
の
で
調
査
し
た

い
。

水
資
源
の
確
保
と
地
域
支

援
活
動

北
里
　
勝
義

平
成
25
年
度
の
事
業
評
価

と
課
題

北
里
　
勝
義
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町政を問う【一般質問】

環
境
モ
デ
ル
都
市
認
定
に
伴
う
小
国

町
の
将
来
の
メ
リ
ッ
ト
は

除
雪
対
策
及
び
団
体
補
助

金
の
用
途

穴
井
　
帝
史

時
松
　
唯
一

問
小
国
町
が
環
境
モ
デ
ル
都
市
に

認
定
さ
れ
、今
後
い
ろ
い
ろ
な
事
業

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
。将
来
的
に
農
業
・
林
業
・
商
工
業
・

観
光
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、ま
た
発
展
に
繋
が
る
の

か
。

【
町
長
】地
熱
と
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
か

し
た
農
林
業
タ
ウ
ン
構
想
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
認
定
を
受
け
た
。先
進

地
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。分
野
ご
と
の
説

明
は
そ
れ
ぞ
れ
の
課
よ
り
答
弁
す
る
。

【
情
報
課
長
】様
々
な
分
野
で
多
岐
に

わ
た
る
の
で
担
当
課
だ
け
で
は
で
き

な
い
。小
国
町
全
体
・
議
会
・
町
民
と

一
緒
に
取
り
組
み
の
内
容
を
進
め
て

い
き
た
い
。地
域
資
源
を
最
大
に
活

用
し
温
室
効
果
ガ
ス
、Ｃ
Ｏ
２
の
削
減

に
努
め
た
い
。

【
産
業
課
長
】森
林
経
由
の
Ｃ
Ｏ
２

削

減
を
表
に
出
し
、低
炭
素
社
会
を
目

指
し
た
い
。農
業
に
お
い
て
は
食
品
残

さ
を
活
用
し
た
堆
肥
作
り
に
取
り
組

ん
だ
り
循
環
型
農
業
の
実
践
が
評
価

さ
れ
て
い
る
。

問
２
月
中
旬
に
降
り
続
い
た
雪
の
除

雪
作
業
で
は
建
設
業
者
の
減
少
、除

雪
機
械
の
維
持
管
理
負
担
が
大
き

い
。又
熟
練
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
不
足
で

安
定
し
た
除
雪
対
応
は
困
難
な
状

況
で
あ
る
。小
国
町
は
素
早
く
対
応

可
能
な
担
い
手
を
ど
う
確
保
す
る
の

か
。町
は
集
落
の
除
雪
作
業
代
、機
械

借
上
げ
料
の
実
費
支
払
を
す
る
べ
き

だ
。ま
た
災
害
弱
者
の
名
簿
作
成
は
。

一
人
暮
ら
し
の
除
雪
対
応
は
。

【
建
設
課
長
】今
回
の
除
雪
作
業
は
、

建
設
業
者
に
バ
ス
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス

路
線
、区
域
割
等
の
説
明
会
を
行
い
、

除
雪
、あ
る
い
は
一
部
地
域
を
除
き
、

凍
結
防
止
剤
の
散
布
は
対
応
で
き
た

と
思
う
。自
主
的
に
集
落
内
の
除
雪

は
前
例
も
あ
る
の
で
検
討
す
る
。

【
町
長
】協
議
検
討
し
て
い
る
。

【
福
祉
課
長
】小
国
町
は
平
成
22
年
位

に
災
害
時
の
要
援
護
者
リ
ス
ト
を
作

成
。毎
月
６
月
に
防
災
会
議
で
消
防

団
、自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
、部

長
、警
察
等
、避
難
支
援
の
必
要
性
等

も
あ
り
、情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
災
害
時
の
為
に
情
報
を
整
理

問
商
工
業
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
現

段
階
で
は
見
込
め
な
い
の
か
。

【
町
長
】計
画
次
第
。地
域
振
興
の
位

置
づ
け
を
ど
う
す
る
か
。例
え
ば
、温

泉
の
熱
源
の
配
管
を
延
ば
し
て
一
般

家
庭
や
集
会
所
に
利
用
す
る
と
い
っ

た
配
給
シ
ス
テ
ム
な
ど
も
一
つ
の
手
段

と
考
え
る
。

問
観
光
に
対
す
る
将
来
的
な
考
え

は
。

【
情
報
課
長
】北
九
州
と
の
交
流
で
Ｃ

Ｏ
２

削
減
の
取
組
み
と
ミ
ッ
ク
ス
し
な

が
ら
商
工
業
・
観
光
・
農
業
・
林
業
も

含
め
取
り
組
み
た
い
。

す
る
。

【
総
務
課
長
】一
人
暮
ら
し
の
除
雪
作

業
は
町
議
員
の
指
摘
に
よ
り
、要
支

援
者
名
簿
を
活
用
し
、班
編
成
、民
生

委
員
を
通
し
、１
０
０
％
で
は
な
い

け
れ
ど
も
除
雪
し
た
。議
員
か
ら
の

指
摘
で
行
っ
た
こ
と
は
反
省
し
て
い

る
。今
回
の
経
験
を
次
に
活
か
す
。

問
観
光
関
係
の
団
体
補
助
金
は
何
年

前
か
ら
の
恒
常
的
な
補
助
か
。観
光

客
推
移
の
増
減
の
対
応
、解
決
は
。

ま
た
補
助
金
の
効
果
、適
正
な
管
理

体
制
の
検
証
は
で
き
て
い
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】観
光
振
興
、泉
源
維
持
、

環
境
衛
生
等
、公
益
的
に
財
源
配
分

し
て
い
る
。

問
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
行
政
と

地
元
業
者
の
一
体
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
。

【
町
長
】補
助
団
体
と
十
分
協
議
し
、

が
ん
ば
っ
て
い
く
。

岳の湯の木材乾燥施設
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中
山
間
地
交
付
金
に
よ
る
共
同
機
械

購
入
で
稲
作
の
経
費
削
減
を

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
の
エ
リ
ー
ト
ア
ス
リ
ー
ト

育
成
資
金
に
つ
い
て

梅
木  

隆
志

松
本
　
明
雄

町政を問う【一般質問】

問
米
政
策
に
伴
う
所
得
交
付
金
が
10

ア
ー
ル
当
た
り
1
万
5
千
円
の
も
の

が
半
分
の
７
５
０
０
円
に
減
額
さ
れ

た
。こ
れ
を
コ
ン
バ
イ
ン
の
刈
取
代

等
に
当
て
に
し
て
い
た
農
家
に
は
大

き
な
打
撃
だ
。農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、担
い
手
不
足
の
現
状
を
考
え
れ

ば
、稲
作
の
必
要
経
費
の
削
減
は
必

要
だ
。現
在
、小
国
町
で
も
中
山
間
地

直
接
支
払
の
共
同
取
組
部
分
で
、コ

ン
バ
イ
ン
購
入
し
て
い
る
地
区
が
数

地
区
あ
る
と
思
う
が
、今
後
、中
山
間

地
の
交
付
金
を
利
用
し
て
、コ
ン
バ

イ
ン
だ
け
で
な
く
、田
植
え
機
や
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
、オ
ペ
レ
ー
タ
を
介

し
て
の
機
械
の
共
同
利
用
等
を
図
っ

て
い
け
な
い
か
。

【
産
業
課
長
】機
械
を
共
同
購
入
し
作

業
し
て
い
る
協
定
地
区
が
５
地
区
あ

る
。稲
の
刈
取
の
受
託
単
価
は
、地
区

に
よ
り
異
な
る
が
、10
ア
ー
ル
当
た
り

８
千
円
と
通
常
の
半
分
近
い
地
区
も

あ
る
。オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
60
歳
以
上
と

高
齢
化
し
て
お
り
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

育
成
と
確
保
が
課
題
。

問
国
は
農
地
・
水
交
付
金
を
介
し
て

問
今
年
度
か
ら
エ
リ
ー
ト
ア
ス
リ
ー

ト
育
成
資
金
と
し
て
熊
本
県
の
予

算
と
し
て
８
０
０
０
万
円
、人
数
に

し
て
40
名
分
が
３
年
間
つ
く
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。つ
き
ま
し
て
は
、小
国

町
に
お
い
て
も
ホ
ッ
ケ
ー
・
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
・
柔
道
・
陸
上
な
ど
多
数
の
有

望
選
手
が
い
る
と
思
う
の
で
、40
名

の
中
に
一
人
で
も
多
く
は
い
れ
る
よ

う
に
町
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。

　

今
後
、教
育
委
員
会
と
し
て
は
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】県
の
方
に

問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
４
月
に
体
育

関
係
の
競
技
団
体
を
集
め
て
、オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
28
種
目
の
各
団
体
か
ら

推
薦
し
て
、県
の
方
で
選
考
を
経
て
決

定
す
る
そ
う
だ
。国
内
外
の
遠
征
費
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

な
ど
を
行
う
そ
う
だ
。小
国
町
と
し

て
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

の
日
本
型
直
接
支
払
い
を
考
え
て
い

る
よ
う
だ
。今
ま
で
の
中
山
間
地
で

の
取
組
を
農
地
・
水
で
、中
山
間
地
直

接
支
払
い
は
、共
同
機
械
の
購
入
で

経
費
の
削
減
に
使
っ
て
は
ど
う
か
。

【
産
業
課
長
】人
・
農
地
プ
ラ
ン
や
農

地
中
間
管
理
機
構
な
ど
新
し
い
制
度

が
出
来
て
次
々
変
わ
っ
て
い
く
の
で
、

こ
れ
ら
を
整
理
し
、話
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問
環
境
モ
デ
ル
都
市
に
指
定
さ
れ

た
こ
と
は
、小
国
町
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。そ
こ
で
、木
質
ペ

レ
ッ
ト
に
つ
い
て
、化
石
燃
料
が
高

騰
す
る
中
で
、化
石
燃
料
に
変
わ
る

燃
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。県

も
園
芸
用
暖
房
機
の
モ
デ
ル
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。是
非
、町
で
木
質

ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。

【
町
長
】前
向
き
に
取
組
ん
で
い
き
た

い
。た
だ
、製
造
の
コ
ス
ト
の
問
題
、ペ

レ
ッ
ト
の
需
要
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
十
分
に
検
討
し
て
進
め
て
い
き
た

い
。

授業中の中学生林間広場
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町政を問う【一般質問】

原
山  

光
成

　平成26年3月
27日、大分県日
田市のグリーン

発電大分の天ケ瀬発電所を視察。木質バイオ
マス発電についての施設、状況の検証や経緯、
構想、また安定した原料供給の確保等の課題
を勉強することにより、今後の小国町環境モデ
ル都市構想の具現化に活かす。
　午後からはエネルギー政策課、環境立県推
進室、林業振興課の熊本県職員と意見交換。
またその後には小国町森林組合理事との勉
強会を行い、小国町における林業振興と環境
保全の相互には多くの意見があり、理事の中

からは間伐の助成も持続させていきながら、
全伐した後の植栽から下刈り、その後を含む
具体的な対策を求めるなどがあり、有意義な
時間となった。

視察研修

環
境
モ
デ
ル
都
市
指
定
は
町
民
の

所
得
向
上
に
な
る
か

問
私
は
一
貫
し
て
町
の
活
性
化
、教

育
、そ
し
て
福
祉
に
つ
い
て
一
般
質
問

を
し
て
き
た
。こ
の
議
会
で
も
、複
数

の
議
員
が
、こ
の
度
、小
国
町
が
国
か

ら
環
境
モ
デ
ル
都
市
の
指
定
を
受
け

た
事
を
質
問
し
た
。私
も
、小
国
町

は
、過
去
、町
づ
く
り
で
有
名
に
な
っ

た
け
れ
ど
も
、人
口
減
緩
和
も
所
得

向
上
も
で
き
な
か
っ
た
。こ
の
環
境
モ

デ
ル
都
市
指
定
が
、本
当
に
町
民
の

所
得
向
上
に
つ
な
が
る
か
と
い
う
気

が
す
る
。ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】国
は
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
が
狙
い
で
す
が
、い
ろ
い
ろ
様
々
に

町
民
の
所
得
向
上
、生
活
の
安
定
の

た
め
に
こ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

い
う
風
に
考
え
て
い
ま
す
。

問
町
の
将
来
は
こ
の
環
境
モ
デ
ル
都

市
施
策
の
展
開
に
か
か
っ
て
い
る
と

思
う
。新
年
度
予
算
審
議
で
町
長
の

施
政
方
針
の
中
か
ら
、商
工
振
興
施

策
は
わ
ず
か
で
消
え
た
も
の
も
あ

る
。プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、小
国
の
産

物
を
町
外
に
売
る
営
業
マ
ン
も
消
え

て
い
た
が
、補
正
予
算
を
組
ん
で
も

や
り
た
い
と
聞
い
て
い
る
。ど
う
取

り
組
む
の
か
。

【
町
長
】営
業
マ
ン
も
必
要
性
は
あ
る

と
思
う
。熟
慮
し
て
い
き
た
い
。プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
は
施
策
を
変
え
て
も

商
工
業
振
興
に
つ
い
て
取
り
組
み
た

い
。

問
町
の
活
性
化
に
は
、北
里
柴
三
郎

博
士
顕
彰
を
中
心
に
考
え
、町
外
に

Ｐ
Ｒ
す
る
べ
き
と
思
う
。し
か
し
、町

が
作
っ
た
博
士
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
一

枚
な
い
。つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】今
、柴
三
郎
記
念
館
は
、生
誕

１
６
０
年
記
念
事
業
で
、今
年
の
秋

は
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
計
画
し
て

い
る
。そ
の
一
貫
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
す
る
方
向
で
考
え
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。
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小国町が環境モデル都市に選定されました

これらの町づくりを行うためには、住民一人ひとりが考え、参加し、行動するこ
とが重要です。小国町議会も低炭素社会の実現のため町民と一体となった活
動に取り組みますので、ご協力をお願い致します。

　環境モデル都市とは、地球全体で問題となっている地球温暖化を防ぐために、二酸化炭素な
どの温室効果ガスを減らすための高い目標を定めてチャレンジする市町村を国が定め、この
先進的な活動内容を国内・国外へと普及活動を行う都市です。
　これまで、平成20年度に13都市、平成24年度に7都市選定されており、今回小国町、ニセコ
町（北海道）、生駒市（奈良県）の３都市が選定され、全国で23都市が環境モデル都市の活動を
行っています。

●環境モデル都市とは？

小国町は、「地熱とバイオマスを活かした農林業タウン構想」として次の３つの提案をしまし
た。

▼地域エネルギー創出モデルの構築

　	　エネルギーの活用（地熱・小水力・太陽光・木質バイオマスなど）による事業の可能性を研
究・検証したうえで、発電事業や地熱を活用した熱供給システムの導入に取組みCO2の大幅
な削減を目指します。

▼低炭素型農林業活性化モデルの構築

　	　森林の資源を活用したこの取組みは、Ｊ-クレジット（森林を適正に管理することで森林が
持つ二酸化炭素吸収量を増加させることで得たクレジット）の活用、また地熱を使った木材
乾燥施設をさらに整備することでカーボンニュートラル材（木を伐採して木材にするまでに
排出する二酸化炭素をJ-クレジットで相殺した木材）の増産及び販路拡大を行います。さら
に森林を守りながら活用するために「木質バイオマス燃料」の活用や「木育」に取組みます。
また、地熱などのエネルギーを活用した農林産物の栽培生産施設を整備することで小国ブ
ランドを確立し、地域の活性化を目指します。

▼コミュニティ活用型CO2排出削減モデルの構築

　	　各家庭での生活及び自動車運転時排出される二酸化炭素に重点を置き、削減に取り組み
ます。自動車での取り組みは、電気自動車等の普及促進及び利用拡大を図ります。また、燃費
マネージャーを導入するなど燃料の節減にも取り組みます。各家庭での取り組みとしては、地
域単位による二酸化炭素排出量の把握と削減活動を行い、町内全域で二酸化炭素の削減活
動に取り組みます。

●小国町はどんなことをするの？

　国が昨年9月に公募を開始した環境モデル都市に小国町は、「地熱とバイオマスを活かした
農林業タウン構想」として応募しました。
　その結果、本年3月に国から選定を受けることが決定し、4月14日に総務省で選定証書の授
与式が開催されました。
　これから小国町は、環境モデル都市として、独自の資産である「森林」「地熱」「農業」「観光」を
最大限に活用し、温室効果ガスの低減を図りながら先進的な取り組みを実施することで、町の
イメージアップを図り、環境によい独特なまちづくりを行います。
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シリーズ

わかりやすい議会わかりやすい議会わかりやすい議会わかりやすい議会

編	

集	

後	

記

　

日
本
の
森
林
率
は
70
％
と
高

く
、小
国
町
の
森
林
率
は
78
％
と

さ
ら
に
高
い
。

　

そ
ん
な
中
、小
国
町
は「
地
熱
と

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
か
し
た
農

林
業
タ
ウ
ン
構
想
」と
し
て
、総
務

省
よ
り
環
境
モ
デ
ル
都
市
の
指
定

を
受
け
た
。

　

あ
る
意
味
、日
本
の
山
村
の
代

表
と
し
て
、森
林
＝
木
質
を
ど
う

生
か
し
て
い
く
の
か
そ
の
真
価
が

問
わ
れ
て
い
る
。

　

森
林
＝
木
質
は
温
室
効
果
ガ
ス

で
あ
る
Ｃ
Ｏ
２

を
吸
収
す
る
だ
け

で
な
く
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
、

燃
料
だ
け
で
な
く
、発
電
や
エ
タ

ノ
ー
ル
の
生
成
さ
ら
に
冷
房
へ
の

利
用
と
そ
の
技
術
は
進
化
し
て
い

る
。

　

将
来
の
子
供
た
ち
の
為
に
、環

境
を
守
る
だ
け
で
な
く
、森
林
の

有
効
活
用
に
よ
り
、山
村
の
地
位

向
上
の
た
め
に
も
環
境
モ
デ
ル
都

市
へ
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。

（
梅
木 

隆
志
）

委  

員  

長 

渡
邉　

誠
次

副
委
員
長 

梅
木　

隆
志

委　
　

員 

奴
留
湯
哲
宣

　
　
　
　

 

児
玉　

智
博

発
行
責
任
者 

髙
村　

祝
次

広
報
特
別
委
員
会

小国町議会の仕事

町議会議員

表紙の写真

　町議会の仕事は、町民を代表する機関として、法律によりさまざまな
権限が与えられ、その権限に基づいて町民の意思を反映させることに
より、町民の生活のいろいろな問題について話し合い、どう町政（町の
仕事）を進めていくのかを決めることです。

　町議会の決めた町政の進め方を守って実際に仕事をするのが『執行
機関』で、町長をはじめ、教育委員会、選挙管理委員会、監査委員会など
があります。

　『町議会』と町長などの『執行機関』は、独立した対等の立場で、お互い
に尊重し、協力しながら、町民の生活の向上のために活動しています。

　町議会員になれる人は、25歳以上の町民です。また町議会議員を選
挙することができる人は、20歳以上の町民です。
　町議会員の選挙は、通常4年ごとに行われ、小国町では12名の議員が
選ばれています。

2013年　おぐにフォトコンテスト　町長賞作品

 福岡県宮若市入江　弘子 さん「黎明（レイメイ）」


